
2025年２月15日
ポイントクラウド測量部会

一般社団法人不動産検査保証機構(REIWS)は
２０２４年６月に３Dレーザースキャナから
得られる「点群データ」を使用した測量技術
の普及、技術者の育成、新たな産業創出など
を目的とする『ポイントクラウド測量部会』
を立ち上げました。
そして、『点群サーベイヤー』という
民間認定試験制度を創設しました。

２０２５年２月１５日、東京と大阪の
２会場で「点群サーベイヤー認定試験」
を実施しました。
部会顧問の先生方、及び会場提供企業、
関係各所のご協力により、無事に開催
することが出来ました。

東京会場：TKP新橋汐留 大阪会場：(株)JFDエンジニアリング大阪本社

３Ｄ測量の普及・技術者の育成を目的とした
『第一回点群サーベイヤー認定試験』を実施

■試験会場
第一回目ということで、認定試験の認知度が低い状態で受験者の募集を
かけましたが、東京・大阪共に関心を持たれた皆さまがお集り頂けました。
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～プロフィール～

川口 保
(一社)日本国土調査測量協会特任講師
測量士 地籍アドバイザー

国土交通省国土地理院、(公社)日本測量協会を
経て、(一社)日本国土調査測量協会技術部⾧を
務め、現在に至る。

川口先生による特別セミナーの様子

東京会場：対人セミナー 大阪会場：配信セミナー

■特別セミナー（90分）
ポイントクラウド測量部会の顧問でもある、
川口保先生を講師として東京会場にお招き
して、講習を大阪会場へ同時配信しました。

測量の基礎や震災関連など、多岐にわたる
充実した内容でした。後に紹介する
アンケート結果でも好評をいただきました。
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受験者年齢層

30代 50代 40代

60代 20代 70代

■認定試験
試験難易度、試験時間が異なる、２種類の認定資格を設けました。

・受験要件のないどなたでも受験可能な 『点群サーベイヤーST®』(試験時間60分)
・実務経験、保有資格をお持ちの方向けの 『点群サーベイヤーSP®』(試験時間90分)

●受験者
両会場共、3分の1は点群サーベイヤーST、残りの
3分の2は点群サーベイヤーSPを受験されました。

試験内容は多肢択一問題に、記述式問題を加えた
合計100点でした。試験時間に対しての難易度は
懸念されましたが、受験者の皆さまは所定の試験
時間内で回答されていました。
記述問題では文章や図示を、問題用紙枠内に
しっかりと埋めて頂いている方々は、今回の
試験の取組みへの真剣さがうかがえました。

また、受験者別の年齢層は30代が最も多く
続いて50代の受験者が多かったです。
20代～70代の受験者で幅広い年齢層でした。
９割が男性で女性が１割でした。
その上で今後、３D測量業界での女性の活躍
の場が広がる事を期待しています。

●アンケート結果
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■第一回点群サーベイヤー認定試験を終えて
試験当日の会場質疑やアンケート結果を含め、受験者の皆さまからいただいた
ご意見を、講習テキストや次回の認定試験開催に反映させていただきます。

今後は、認定資格者向けにセミナー開催や測量機器メーカー、測量業企業の
ご協力の上、技術発表会などを企画しております。
認定試験後、次回の試験開催のお問合せも、多数からいただいております。
第二回認定試験は８月に予定しています。

認定試験の創設にあたって、3Dレーザースキャナを用いることで、
『誰でも、簡単に、正確な』測量が出来ることを目的としています。
この認定資格者が業界の様々な方に認知され、受け入れられる資格
となるように、より一層の発展を目指します。
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